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理科教育における「岩石の風化作用」という題材は，地質学・岩石学・

鉱物学・土質工学・土壌学・海洋学・化学・生物学・地形学・農学・環境

工学等の各研究分野と密接に関連し，さらに自然災害・防災教育につなが

っていく要素を持っている．陸上の岩石が風化・削剥されて海洋へと運搬

される過程で，岩石に含まれる各種の元素やイオン（Ｃa２＋，Ｍg２＋等）は

化学的風化によって溶出し，河川水と共に運搬されて生物の存在に欠かせ

ない物質を土壌や海水等に供給している．さらにこれらのイオンがＣＯ２

と反応し，炭酸塩となって固定されたり，化学的風化によって粘土鉱物中

にＣＯ２が取り込まれる等，風化作用が大気中のＣＯ２のレベルコントロー

ルにも関係することが知られている．また，生物活動は風化作用を促進し

て両者の相互作用によって生物的環境が保持されていること等，岩石の風

化作用は，地球環境や生態系に大きな影響を与えている． 

 現行の学習指導要領や教科書に目を向けると，中学校理科と高等学校地

学Ⅰ及び理科総合Ｂにおいて，岩石の風化作用についての簡単な記述はあ

るものの，「海洋・大気・

土壌等への物質の供給と

循環」「地球環境や生態

系への影響」という概念

が欠けている．高等学校

生物Ⅰや理科総合Ｂの中

で，地球環境や生態系の

土台を支えるものとし

て，窒素や炭素の循環（窒

素固定や光合成等）が取

り上げられているが，これらは物質循環と生物との関わりという観点で取

り扱われている．しかし，岩石の風化作用は，非生物的（無機的）環境と

生物的（有機的）環境を結ぶ橋渡し的役割を果たし，地球環境や生態系に

関して極めて重要な役割を担っているグローバルな自然現象であり，現在

改訂が進められている新学習指導要領においては，より大きく取り扱われ

るべき題材である． 

岩石の風化作用の学習を進めていく上で，岩石の風化作用が地球環境や

生態系に与える影響について，実感を持って理解し，考察を行うためには，

観察・実験を通して学習することが大切である．風化作用についての理解

を深め，地球環境や生態系への影響について総合的に考察を行うために有

効と思われる，観察・実験の方法や研究課題について検討した． 

岩石の風化の野外観察／風景写真の考察／岩石の物理的風化の再現実 

験／岩石の化学的風化の再現実験／岩石の風化の進行度を調べる／土 

壌を調べる／風化岩の還元実験／海水組成と風化作用の関係を調べる 

／他の惑星における風化を調べる 
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